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　　常高寺語り部説明

　

料亭・酔月

　　年縞博物館

　　

　旭座桟敷
旭座舞台で記念撮影

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 ２１ 号
  令和　元年１１月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

小浜方面研修旅行実施 

幸若会忘年会開催のご案内 

 恒例の忘年会を下記の通り開催いたします。なお、本年は、朝日生ごみリサイクル

ネットワーク会長・木下美恵子氏をお招きして、話題提供をお願いしております。 

                 記 

    日 時 令和元年１２月１日（日）午後５時～ 

    会 場 朝寿殿和室 

    会 費 ￥２，０００  

    申込み １１月２４日（日）までに事務局橋本まで ☎090-7746-8689 

 
恒
例
の
研
修
旅
行
と
し
て
、
本
年
は
十
月
二
七

日
、
月
田
部
会
長
の
企
画
に
よ
り
、
小
浜
方
面
の

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
集
合
時
に
は
雨

模
様
で
し
た
が
、
次
第
に
天
気
が
良
く
な
り
辻
会

長
以
下
一
八
名
が
若
狭
路
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

 
ま
ず
、
浅
井
三
姉
妹
お
初
が
建
立
し
た
常
高
寺

を
訪
れ
同
寺
の
住
職
や
若
狭
語
り
部
の
会
・
井
上

万
治
郎
さ
ん
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
三
姉
妹
の

数
奇
な
運
命
、
明
治
維
新
・
終
戦
時
の
社
会
変
革

に
伴
う
同
寺
の
衰
退
と
最
近
の
再
建
・
復
興
の
経

緯
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
 

 
次
に
、
三
丁
町
の
昔
の
町
並
み
（
重
伝
建
地

区
）
を
散
策
し
、
古
い
料
亭
の
内
部
や
調
度
な
ど

も
見
学
し
ま
し
た
。
特
に
同
町
内
の
家
の
軒
先
に

必
ず
飾
ら
れ
て
い
る
「
（
家
人
の
難
の
）
身
代
り

の
猿
」
に
つ
い
て
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
 

 
昼
食
は
、
三
丁
町
の
老
舗
の
料
亭
「
酔
月
」
で

御
食
国
の
新
鮮
な
海
鮮
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
の
時
間
を
利
用
し
て
、
山
口
顧
問
か
ら
「
幸
若

と
若
狭
」
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
明
治
に
建
て
ら
れ
た
芝
居
小
屋
を
復

元
し
た
旭
座
を
訪
れ
、
県
立
年
縞
博
物
館
で
学
芸

員
か
ら
熱
心
な
説
明
を
受
け
た
の
ち
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
 

身
代
り
の
猿
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福井・妙経寺での講演会

山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

朝日中学校学校祭で幸若舞をPR 
 
本
年
初
の
試
み
と
し
て
、

令
和
元
年
度
の
朝
日
中
学
校

学
校
祭
に
近
藤
校
長
の
ご
協

力
を
得
て
参
加
し
ま
し
た
。

台
風
の
た
め
九
月
二
二
日

（
日
）
に
変
更
開
催
さ
れ
、

玄
関
す
ぐ
の
会
議
室
を
お
借

り
し
ま
し
た
。
 

 
先
般
制
作
し
た
P
R
D
V
 

D
「
越
前
幸
若
舞
」
と
平
成

二
六
年
の
「
現
代
版
幸
若

舞
」
の
記
録
D
V
D
を
上
映

す
る
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
展

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。
在
学
生
を

は
じ
め
と
し
て
、
教
職
員
、

訪
れ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

幸
若
舞
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
     生徒ステージ発表 

D

V

D

上
映
状
況

 

パ
ネ
ル
展
示
状
況

 

橋
本
左
内
第
一
六
一
回
墓
前
祭
参
拝
と
 

 
 
歴
史
講
演
会
「
母
方
の
系
譜
」
聴
講

 

 
さ
る
十
月
六
日
、
福
井
市

妙
経
寺
に
お
い
て
、
幸
若
子

孫
で
も
あ
る
橋
本
左
内
の
墓

前
祭
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

後
藤
ひ
ろ
み
講
師
（
ふ
く
い

歴
女
の
会
会
長
）
に
よ
る
歴

史
講
演
会
「
母
方
の
系
譜
に

見
る
左
内
先
生
」
が
、
開
催

さ
れ
、
辻
会
長
や
橋
本
、
打

波
会
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
後
藤
氏
の
講
演
は
「
母
方

の
系
譜
に
見
る
左
内
先
生
」

と
し
て
左
内
の
母
親
・
梅
尾

に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ

る
。
 

 
梅
尾
は
福
井
市
鷹
巣
地
区

に
あ
る
大
行
寺
（
真
宗
大
谷

派
）
静
境
の
娘
で
、
日
蓮
宗

の
橋
本
家
に
嫁
ぐ
に
あ
た
っ

て
、
真
宗
信
仰
を
条
件
と
し

た
り
、
夫
を
亡
く
し
た
後
も
、

左
内
を
含
む
四
人
の
子
供
の

教
育
に
も
熱
心
な
一
途
な
女

性
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

ま
た
梅
尾
の
父
親
・
静
境

は
東
本
願
寺
宗
学
の
大
成

者
・
香
月
院
深
励
の
高
弟

十
人
の
独
り
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
梅
尾
の
母
の
実
家
か

ら
旧
清
水
町
・
風
巻
地
区

の
浄
明
寺
へ
養
子
に
成
祐

が
出
さ
れ
て
お
り
、
左
内
と

も
親
し
い
付
き
合
い
が

あ
っ
た
と
い
う
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と

橋
本
家
は
幸
若
末
裔
で
あ

る
と
と
も
に
、
福
井
藩
医
で

も
あ
っ
た
名
門
の
家
系
で

あ
る
が
、
左
内
の
母
方
に
も

立
派
な
学
僧
が
い
ま
し
た
。
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

現代版幸若舞をFBCが取材 
 
本
年
度
の
F
B
C
か
が
や
き
基

金
に
応
募
し
た
こ
と
は
、
本
誌
第
一

九
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
審

査
の
一
環
と
し
て
現
代
版
幸
若
舞

が
F
B
C
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
 

 
九
月
一
五
日
の
織
田
劒
神
社
の

中
秋
観
月
祭
の
上
演
と
九
月
二
一

日
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

練
習
状
況
の
二
回
取
材
が
あ
り
ま

し
た
。
 

織田劒神社中秋観月祭 

 練習状況の取材では、本会の中嶋顧問が「舞」に関す

る詳細な説明を行いました。また、練習メンバーの一人

がインタビューを受けて、「現代版幸若舞」を後に続く

世代にも引き継いでいきたいなどと答えていました。 

 この取材結果は、９月２５日夕方FBCで放送されました。 

越
前
町
商
工
祭
で
上
演

 

 
 
 
 
 
現
代
版
幸
若
舞

 

 
さ
る
十
月
二
〇
日
、
織
田
・
劔

神
社
境
内
で
行
わ
れ
た
越
前
町
商

工
祭
に
、
は
じ
め
て
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
上
演
し
ま
し
た
。

演
目
は
「
敦
盛
」
や
「
安
宅
」
な
ど

で
、
織
田
の
地
に
お
い
て
も
、
幸

若
舞
の
フ
ァ
ン
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
 

 
な
お
、
九
月
二
三
日
西
田
中
白

山
神
社
の
秋
祭
り
に
も
出
演
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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大頭流幸若舞

柳川観光

宗像大社（世界遺産）

9月28日出発式

　
例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

大頭流幸若舞の伝承地！ 

 福岡・みやま市訪問団募集案内 
 本年度初めての取り組みとして、越前幸若舞から分派

した大頭流幸若舞（国重要文化財）を伝えている福岡県

みやま市を訪れ、大江天満神社に奉納される同幸若舞を

鑑賞するとともに、保存関係者との交流会を来年１月実

施いたします。 

 つきましては、２泊３日の旅程で下記の要領により参

加者を募集いたしますので、ふるってご応募ください。 

         記 

１主な旅程 

 １月１９日（日）  ７時１１分 ＪＲ鯖江駅発 

          １１時５４分 ＪＲ博多駅着 

          午後 柳川観光  ホテル泊 

 １月２０日（月） 幸若舞鑑賞＆交流会 ホテル泊 

 １月２１日（火） 午前 宗像大社など観光 

           １５時３６分 ＪＲ博多駅発 

           １９時５８分 ＪＲ鯖江駅着 

２募集人員 

  ５名。応募者多数の場合には、抽選など調整を行 

  います。 

３参加者負担金 

  越前町の補助金や本会の負担金がありますが、往 

  復交通費ホテル（シングル）宿泊費観光費等を含 

  み個人の負担金およそ４万５千円を予定しています。 

４申し込みなどその他 

  参加者同士の協議により、若干の変更は可能です。 

  申し込み・お問い合わせは、１１月末日までに 

  橋本までお願いいたします。☎090-7746-8689 

          

文
化
財
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

朝
日
ぶ
ら
り
ま
ち
歩
き
 

朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催

 

 
さ
る
九
月
二
八
日
と
十
月
二
六

日
、
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
歴

史
文
化
部
会
の
主
催
に
り
、
旧
朝

日
地
区
の
文
化
財
め
ぐ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

 
九
月
開
催
で
は
一
八
人
が
参
加

し
、
西
田
中
と
気
比
庄
地
区
を
中

心
と
し
て
、
幸
若
情
報
セ
ン
タ
ー
、

朝
寿
殿
前
記
念
碑
、
龍
生
寺
な
ど

を
訪
れ
、
辻
会
長
、
橋
本
会
員
が

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
十
月
に
は
南
部
地
区
を

中
心
と
し
て
行
わ
れ
、
幸
若
佐
々

生
墓
所
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

当面の主な日程 
11月２～３日  

  朝日地区総合文化祭 

11月22日 第82回幸若講座 

11月29日 朝日小学校 

     出前授業 

12月 1日 忘年会（朝寿殿） 

1月19～21日 

  福岡県みやま市訪問 


